
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
体
制
の
充
実
及
び
運
営
の
改
善
を
図
る
た
め
の
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教 

職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
三
日
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政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。  

  

一
、
学
校
現
場
を
取
り
巻
く
課
題
が
複
雑
困
難
化
し
、
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
が
常
態
化
し
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
、
教
職
員

の
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
と
と
も
に
教
育
の
質
を
更
に
高
め
て
い
く
観
点
か
ら
、
教
職
員
定
数
の
計
画
的
な
改
善
に
努
め

る
こ
と
。
ま
た
、
い
じ
め
対
策
や
貧
困
に
よ
る
教
育
格
差
の
解
消
な
ど
、
学
校
が
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
た
な
教
育

課
題
が
増
大
し
て
い
る
実
態
に
鑑
み
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
き
め
細
か
で
質
の
高
い
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
必
要
か
つ
十

分
な
数
の
加
配
教
職
員
が
配
置
で
き
る
よ
う
定
数
を
確
保
す
る
こ
と
。  

  

二
、
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
実
現
す
る
た
め
の
授
業
改
善
や
教
材
研
究
、
学
習
評
価
の
充
実
、
子
供
一
人
一
人

の
学
び
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
少
人
数
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
の
充
実
な
ど
、
次
期
学
習
指
導
要
領
等
に
お
け
る
指
導
や

業
務
の
在
り
方
に
対
応
す
る
た
め
、
必
要
な
教
職
員
定
数
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。 

 

三
、
教
職
員
定
数
の
計
画
的
な
改
善
に
当
た
っ
て
は
、
小
学
校
二
年
生
以
上
に
お
い
て
も
、
学
級
編
制
の
標
準
を
三
十
五
人
に

引
き
下
げ
る
な
ど
、
平
成
二
十
三
年
の
改
正
義
務
標
準
法
附
則
第
二
項
の
趣
旨
の
実
現
を
期
す
べ
き
こ
と
。  

  

四
、
特
別
支
援
教
育
の
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
数
の
増
加
や
通
常
の
学
級
に
お
け
る
発
達
障
害
の
可
能
性
の
あ
る
児
童
生
徒
へ

の
教
育
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
有
す
る
者
を

十
分
に
確
保
す
る
な
ど
指
導
・
支
援
体
制
の
整
備
・
充
実
に
努
め
る
こ
と
。  

  

五
、
近
年
そ
の
数
が
急
増
し
て
い
る
定
住
外
国
人
な
ど
の
日
本
語
指
導
が
必
要
な
外
国
人
児
童
生
徒
等
に
つ
い
て
、
国
際
人
権

規
約
や
児
童
の
権
利
条
約
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
そ
の
希
望
に
基
づ
い
て
公
立
の
小
中
学
校
等
に
お
い
て
受
け
入
れ
、
日
本
語



を
理
解
し
使
用
す
る
能
力
に
応
じ
て
特
別
な
指
導
が
確
実
に
な
さ
れ
る
よ
う
、
指
導
教
員
等
の
養
成
・
確
保
、
指
導
体
制
の

整
備
・
充
実
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
地
域
間
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

効
果
的
な
指
導
方
法
に
関
す
る
情
報
共
有
等
を
図
る
こ
と
。  

  

六
、
通
級
指
導
・
日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
は
、
い
わ
ゆ
る
小
規
模
校
を
含
む
全
国
各
地
の
学
校
に
在
籍
し
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
、
教
育
の
機
会
均
等
・
全
国
的
な
水
準
確
保
と
障
害
者
差
別
解
消
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
全
て
の
子
供
た
ち

に
必
要
な
教
育
条
件
を
充
実
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
本
法
施
行
後
三
年
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
段
階
で
実
態
を
把
握
し
、
必
要

な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。  

  

七
、
事
務
職
員
の
職
務
に
関
す
る
規
定
の
見
直
し
や
共
同
学
校
事
務
室
の
制
度
化
の
意
義
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し

周
知
徹
底
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
事
務
職
員
が
一
定
の
責
任
を
持
っ
て
主
体
的
、
積
極
的
に
学
校
運
営
に
参
画
す
る
こ
と
に

よ
り
、
学
校
の
機
能
強
化
が
図
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
事
務
職
員
が
学
校
運
営
に
関

わ
る
職
と
し
て
そ
の
専
門
性
を
向
上
す
る
た
め
の
研
修
の
企
画
・
実
施
体
制
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
共
同
学
校
事
務
室
の

設
置
が
事
務
職
員
の
人
員
削
減
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
基
本
的
に
一
校
に
一
人
以
上
の
事
務
職
員
の
配
置
を
確
保

す
る
こ
と
。  

  

八
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
供
た
ち
を
育
む
観
点
か
ら
、
学
校
運
営
協
議
会
制
度
に
つ
い
て
は
、
同
制
度
の

持
つ
意
義
や
成
果
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
十
分
な
教
職
員
数
の
配
置
な
ど
財
政
措
置
も
含
め
た
方
策
を
講
ず
る
こ

と
に
よ
り
教
員
の
更
な
る
負
担
増
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。  

  

九
、
地
域
住
民
等
に
よ
る
学
校
と
の
協
働
活
動
が
推
進
さ
れ
、
各
地
域
の
子
供
た
ち
が
そ
の
活
動
を
通
じ
た
学
び
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
を
始
め
と
す
る
人
材
の
確
保
、
地
域
住
民
等
と
学
校
と
の
連
携
協
力
体
制
の

整
備
に
向
け
た
好
事
例
の
収
集
・
普
及
な
ど
財
政
上
の
措
置
を
含
め
た
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。 
 

右
決
議
す
る
。 


